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旨
　
人
工
的
に
造
成
・
管
理
さ
れ
て
い
る
ケ
ヤ
キ
の
天
然
更
新
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
，
稚
樹
の
定
着
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
鳥
取
大
学
構
内
の
ケ
ヤ
キ
植
栽
木
と
天
然
更
新
し
た
幼
樹
お
よ
び
稚
樹
の
サ
イ
ズ
を
測
定
し
，
稚
樹
の
成
育
環
境
を
評
価
す
る
た
め
に
照
度
，
C
／
N
比
，
含
水
率
を
測
定
し
た
。
稚
樹
の
生
残
率
は
，
相
対
照
度
2
0
％
未
満
で
約
5
0
％
で
あ
っ
た
が
，
相
対
照
度
2
0
％
以
上
で
は
8
0
％
以
上
を
示
し
た
。
D
－
1
｛
関
係
の
解
析
よ
り
，
植
栽
地
で
発
芽
し
た
稚
樹
で
も
，
幼
樹
を
経
て
，
植
栽
木
の
よ
う
な
成
木
に
な
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
稚
樹
の
生
残
に
は
，
土
壌
条
件
よ
り
も
光
環
境
の
影
響
の
方
が
強
い
と
考
え
ら
れ
た
。
稚
樹
密
度
と
下
胚
軸
長
お
よ
び
根
長
が
正
の
相
関
を
，
相
対
照
度
と
二
次
伸
長
率
が
負
の
相
関
を
示
し
た
。
冬
芽
数
と
苗
高
，
D
o
，
二
次
伸
長
率
が
正
の
相
閨
を
示
し
た
。
植
栽
地
に
お
け
る
稚
樹
の
成
育
は
，
人
為
的
影
響
が
な
け
れ
ば
可
能
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
た
。
稚
樹
が
よ
り
良
い
成
育
を
す
る
た
め
に
は
，
自
然
状
態
に
近
い
土
壌
の
発
達
を
促
し
，
相
対
照
度
が
2
0
％
以
上
の
環
境
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
　
キ
ー
ワ
ー
ド
：
ケ
ヤ
キ
，
C
／
N
比
，
生
残
率
，
相
対
照
度
，
稚
樹
の
形
質
，
　
D
丑
関
係
1
．
は
じ
め
に
　
森
林
に
代
表
さ
れ
る
自
然
は
，
こ
れ
ま
で
特
に
都
市
域
で
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
。
都
市
域
で
の
自
然
は
，
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
生
態
的
多
様
性
を
保
全
す
る
場
と
し
て
の
み
な
ら
ず
，
自
然
の
仕
組
み
や
人
と
自
然
と
の
関
係
を
理
解
し
，
自
然
に
対
す
る
愛
情
や
モ
ラ
ル
を
育
成
す
る
環
境
教
育
と
い
う
面
か
ら
も
欠
か
せ
な
い
（
増
原
，
1
9
9
4
）
。
そ
の
た
め
，
自
然
と
人
聞
社
会
に
つ
い
て
の
広
範
な
分
析
と
深
い
洞
察
に
基
づ
い
て
，
人
間
の
多
様
な
活
動
に
対
応
し
う
る
と
同
時
に
，
生
態
学
的
に
調
和
の
と
れ
た
新
し
い
景
観
美
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
小
野
，
1
9
9
5
）
。
日
本
の
都
市
公
園
の
場
合
，
こ
れ
ま
で
は
生
態
的
多
様
性
に
関
心
が
置
か
れ
る
場
合
は
少
な
か
っ
た
が
，
生
き
も
の
に
配
慮
し
た
植
生
管
理
計
画
を
立
案
し
，
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
木
鳥
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大
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佐
野
淳
之
・
菊
池
謙
作
］
ク
を
繰
り
返
し
な
が
ら
，
生
き
も
の
の
豊
か
な
，
自
然
そ
の
も
の
を
楽
し
め
る
公
園
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
倉
本
，
1
9
9
6
）
。
　
自
然
的
景
観
を
人
工
的
に
造
成
す
る
た
め
の
樹
木
の
植
栽
は
，
そ
の
地
域
の
自
然
的
立
地
条
件
に
影
響
を
受
け
る
。
も
し
，
そ
の
地
域
か
ら
導
入
さ
れ
た
樹
種
か
ら
な
る
様
々
な
植
栽
木
が
天
然
更
新
し
，
稚
樹
が
そ
の
場
所
に
定
着
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
な
ら
，
生
態
的
多
様
性
は
高
ま
り
，
自
然
の
森
林
生
態
系
に
近
づ
い
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
を
検
証
す
る
た
め
に
は
，
植
栽
さ
れ
た
樹
木
が
，
人
工
的
な
状
態
で
更
新
可
能
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
と
く
に
，
種
子
の
発
芽
か
ら
稚
樹
の
定
着
に
か
け
て
の
時
期
は
，
植
物
の
生
活
史
の
な
か
で
最
も
死
亡
率
の
高
い
不
安
定
な
段
階
（
小
山
・
林
田
，
1
9
9
0
）
な
の
で
，
こ
の
時
期
の
稚
樹
の
動
態
は
，
天
然
更
新
の
可
能
性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
，
今
後
の
地
球
規
模
で
の
環
境
変
動
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
種
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
示
す
か
と
い
う
点
に
お
い
て
も
，
現
在
の
樹
木
が
与
え
ら
れ
た
環
境
の
中
で
ど
の
よ
う
に
更
新
し
て
い
く
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
（
｝
l
o
g
g
　
a
n
d
　
S
c
h
w
a
r
z
，
1
9
9
7
）
。
鳥
取
大
学
構
内
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
ケ
ヤ
キ
（
Z
¢
几
o
w
　
5
e
w
r
α
（
T
h
u
n
b
．
）
M
a
k
i
n
o
）
は
，
日
本
の
山
野
に
広
く
自
然
分
布
す
る
樹
種
で
あ
り
，
古
く
か
ら
街
路
樹
や
公
園
木
と
し
て
都
市
域
に
も
植
栽
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
，
こ
れ
ま
で
ケ
ヤ
キ
植
栽
木
の
天
然
更
新
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
は
少
な
か
っ
た
（
安
藤
，
1
9
8
8
，
前
田
ら
，
1
9
9
0
）
。
　
本
報
告
で
は
，
鳥
取
大
学
構
内
の
ケ
ヤ
キ
植
栽
木
と
幼
樹
の
サ
イ
ズ
に
関
す
る
調
査
，
お
よ
び
周
辺
に
成
育
す
る
稚
樹
の
消
長
と
成
長
に
関
す
る
調
査
か
ら
，
人
工
的
に
造
成
・
管
理
さ
れ
て
い
る
環
境
下
で
の
ケ
ヤ
キ
の
天
然
更
新
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
n
．
調
査
地
と
調
査
方
法
1
．
調
査
地
　
植
栽
さ
れ
た
ケ
ヤ
キ
（
以
後
，
植
栽
木
と
よ
ぶ
）
の
調
査
は
，
鳥
取
大
学
湖
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
構
内
全
域
で
行
っ
た
。
植
栽
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
，
こ
れ
ら
の
ケ
ヤ
キ
が
植
栽
さ
れ
た
の
は
昭
和
4
2
年
（
1
9
6
7
）
の
春
で
，
一
部
に
つ
い
て
は
補
植
お
よ
び
移
植
が
行
わ
れ
た
。
な
お
，
植
栽
木
に
は
，
種
子
か
ら
3
年
で
幹
周
り
1
8
c
m
に
し
，
あ
と
1
年
す
な
わ
ち
4
年
生
で
出
荷
さ
れ
た
も
の
が
用
い
ら
れ
，
出
荷
時
の
樹
高
は
約
4
m
と
の
こ
と
で
あ
る
。
植
栽
木
の
管
理
に
つ
い
て
は
，
適
宜
落
ち
葉
の
回
収
と
勇
定
が
行
わ
れ
て
い
る
が
，
施
肥
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
植
栽
木
か
ら
天
然
更
新
し
た
と
考
え
ら
れ
る
当
年
生
以
外
の
ケ
ヤ
キ
（
以
後
，
幼
樹
と
よ
ぶ
）
の
調
査
は
，
正
門
前
，
本
部
前
，
農
学
部
中
庭
で
行
っ
た
。
植
栽
木
か
ら
天
然
更
新
し
た
と
考
え
ら
れ
る
当
年
生
の
ケ
ヤ
キ
（
以
後
，
稚
樹
と
よ
ぶ
）
の
調
査
は
，
鳥
取
大
学
附
属
図
書
館
の
横
と
裏
お
よ
び
共
通
教
育
棟
前
で
行
っ
た
。
2
．
調
査
方
法
　
植
栽
木
の
調
査
に
つ
い
て
は
，
構
内
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
ケ
ヤ
キ
の
す
べ
て
（
6
5
本
）
を
対
象
に
，
胸
高
直
径
（
D
B
H
）
と
樹
高
，
樹
冠
幅
，
枝
下
高
を
測
定
し
た
。
幼
樹
（
1
1
本
）
に
つ
い
て
は
，
胸
高
直
径
と
樹
高
を
測
定
し
た
。
ま
た
，
稚
樹
に
つ
い
て
は
，
以
下
の
よ
う
な
方
法
で
調
査
し
た
。
（
1
）
図
書
館
裏
に
l
m
2
の
方
形
区
を
4
カ
所
（
P
L
O
T
　
l
～
4
）
，
共
通
教
育
棟
前
に
，
0
．
2
5
㎡
の
方
形
区
を
1
カ
所
（
P
L
O
T
　
5
）
，
図
書
館
横
に
1
m
2
の
方
形
区
を
2
カ
所
（
P
L
O
T
　
6
，
7
）
設
置
し
た
。
傾
斜
は
な
く
す
べ
て
平
坦
な
立
地
条
件
で
あ
る
。
（
2
）
方
形
区
内
の
稚
樹
の
本
数
を
週
1
回
の
割
合
で
数
え
た
（
調
査
日
：
1
9
9
6
年
5
月
2
8
日
～
1
0
月
9
日
）
。
（
3
）
方
形
区
を
テ
ー
プ
で
2
5
（
5
×
5
）
個
の
メ
ッ
シ
ュ
に
区
切
り
，
そ
の
交
点
に
最
も
近
い
稚
樹
に
針
金
を
巻
い
て
印
を
つ
け
た
。
印
を
つ
け
た
2
5
本
の
稚
樹
の
伸
長
成
長
量
を
2
週
問
に
1
回
の
割
合
で
植
栽
木
の
天
然
更
新
6
7
測
定
し
た
。
方
形
区
内
に
成
育
す
る
稚
樹
が
2
5
本
に
満
た
な
か
っ
た
場
合
は
，
す
べ
て
の
稚
樹
を
測
定
対
象
と
し
た
（
調
査
日
：
1
9
9
6
年
7
月
2
5
日
～
1
0
月
9
B
）
。
（
4
）
印
を
つ
け
た
稚
樹
の
う
ち
，
調
査
終
了
日
に
生
存
し
て
い
た
も
の
（
枯
死
し
て
い
た
場
合
は
，
そ
の
枯
死
し
た
稚
樹
に
距
離
が
最
も
近
い
稚
樹
）
を
堀
り
取
り
，
形
質
を
測
定
し
た
。
最
初
の
分
根
が
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
下
を
地
下
部
と
し
，
そ
れ
よ
り
上
を
地
上
部
と
し
た
。
地
上
部
は
葉
と
幹
枝
に
分
け
，
苗
高
，
根
元
直
径
（
D
の
，
下
胚
軸
長
，
根
長
，
葉
面
積
を
測
定
し
，
葉
数
と
冬
芽
数
を
数
え
た
。
ま
た
，
そ
れ
ら
の
稚
樹
が
二
次
伸
長
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
記
録
し
た
。
そ
の
後
，
6
5
℃
で
2
4
時
間
乾
燥
し
た
後
で
重
量
を
測
定
し
た
。
（
5
）
方
形
区
内
の
稚
樹
の
成
育
環
境
を
把
握
す
る
た
め
に
，
照
度
（
調
査
日
二
］
9
9
6
年
8
月
7
日
〉
を
測
定
し
た
。
方
形
区
内
5
ポ
イ
ン
ト
（
4
隅
と
中
央
）
で
測
定
し
た
照
度
を
平
均
し
，
開
放
地
で
の
照
度
と
の
比
か
ら
相
対
照
度
を
算
出
し
た
。
ま
た
，
採
土
管
に
よ
っ
て
地
際
か
ら
5
c
m
ま
で
の
土
壌
を
採
取
し
，
8
0
℃
で
2
4
時
間
乾
燥
し
て
C
／
N
比
お
よ
び
含
水
率
（
調
査
日
：
1
9
9
6
年
1
0
月
2
2
日
）
を
求
め
た
。
田
．
結
果
と
考
察
1
．
植
栽
木
と
天
然
更
新
し
た
幼
樹
の
サ
イ
ズ
関
係
　
植
栽
木
の
サ
イ
ズ
を
表
1
に
示
す
。
1
9
6
7
年
に
植
栽
さ
れ
て
か
ら
調
査
時
の
1
9
9
6
年
ま
で
2
9
年
（
発
芽
し
て
か
ら
3
3
年
）
で
成
長
し
た
サ
イ
ズ
で
あ
る
。
胸
高
直
径
の
最
大
値
は
約
5
6
c
m
，
樹
高
の
最
大
値
は
約
1
5
m
，
樹
冠
面
積
の
最
大
値
は
約
1
8
9
㎡
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
最
小
値
は
小
さ
く
，
S
D
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
，
サ
イ
ズ
の
ば
ら
つ
き
は
比
較
的
大
き
か
っ
た
。
孤
立
木
の
状
態
で
成
育
し
て
い
る
個
体
が
多
い
た
め
，
枝
下
高
に
関
し
て
は
，
ほ
ぼ
一
様
に
低
い
値
を
示
し
た
。
表
1
　
植
栽
木
の
サ
イ
ズ
（
n
＝
6
5
）
胸
高
直
径
　
　
樹
高
　
　
樹
冠
面
積
＊
　
枝
下
高
平
均SD
最
大
最
小
3
4
．
9
6
1
0
．
5
7
5
6
．
0
1
5
、
8
］
1
．
6
9
1
．
9
8
1
5
．
3
7
．
3
6
9
．
2
5
3
6
．
9
3
1
8
8
．
5
2
0
．
9
2
．
3
3
0
．
4
7
3
、
5
1
．
1
＊
2
方
向
の
樹
幹
幅
デ
ー
タ
よ
り
，
だ
円
近
似
し
て
求
め
た
。
　
植
栽
木
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
非
線
形
回
帰
分
析
に
よ
っ
て
拡
張
相
対
成
長
式
（
O
g
a
w
a
　
e
t
　
a
L
，
1
9
6
5
）
に
あ
て
は
め
た
（
図
1
）
。
係
数
の
A
は
構
成
樹
種
の
耐
陰
性
を
表
し
，
h
は
樹
高
に
頭
打
ち
が
見
ら
れ
る
以
前
の
曲
線
の
傾
き
に
相
当
す
る
（
荻
野
，
1
9
7
5
）
。
ま
た
H
＊
は
，
樹
高
の
限
界
値
で
あ
り
，
環
境
（
立
地
）
の
関
数
と
も
い
わ
れ
る
（
小
川
，
1
9
6
9
）
。
こ
こ
で
の
係
数
値
は
，
耐
陰
性
の
高
い
樹
種
か
ら
な
る
極
相
林
に
近
い
値
（
小
見
山
，
1
9
7
7
）
で
あ
り
，
ケ
ヤ
キ
個
体
群
が
安
定
し
た
構
造
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
H
＊
の
値
よ
り
，
将
来
的
に
は
樹
高
が
約
2
2
m
ま
で
成
長
可
能
な
立
地
条
件
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
聞
き
取
り
調
査
よ
り
，
ユ
9
6
7
年
に
植
栽
さ
れ
た
当
時
の
ケ
ヤ
キ
苗
木
の
平
均
樹
高
は
約
4
m
，
胸
高
直
径
は
約
5
、
7
c
m
（
図
1
の
圏
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
植
栽
木
の
デ
ー
タ
か
ら
得
ら
れ
た
拡
張
成
長
式
に
植
栽
時
の
胸
高
直
径
を
あ
て
は
め
て
樹
高
を
推
測
し
た
と
こ
ろ
4
．
2
8
m
と
実
際
の
樹
高
と
近
い
値
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
，
こ
の
式
の
係
数
値
の
信
頼
性
は
高
い
と
い
え
る
。
さ
ら
に
，
天
然
更
新
し
た
幼
樹
の
デ
ー
タ
（
図
1
の
○
）
は
，
拡
張
相
対
成
長
式
に
よ
る
曲
線
に
よ
く
適
合
し
て
い
た
。
そ
こ
で
，
拡
張
相
対
成
長
式
に
よ
っ
て
推
定
し
た
樹
高
と
幼
樹
の
実
測
値
と
の
関
係
を
図
2
に
示
す
。
こ
こ
で
の
決
定
係
数
は
，
0
、
9
2
と
高
い
値
を
示
し
た
こ
と
か
つ6
8
佐
野
淳
之
・
菊
池
謙
作
ら
，
幼
樹
を
含
め
た
ケ
ヤ
キ
の
サ
イ
ズ
関
係
は
予
測
可
能
性
が
高
く
，
幼
樹
も
植
栽
木
と
類
似
し
た
1
＞
H
関
係
で
成
長
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
，
植
栽
さ
れ
た
ケ
ヤ
キ
は
，
苗
畑
と
い
う
好
条
件
の
場
所
で
，
4
年
間
で
胸
高
直
径
約
5
．
7
c
m
，
樹
高
約
4
m
ま
で
成
長
し
て
い
た
苗
木
で
あ
っ
た
。
一
方
，
こ
れ
ら
の
更
新
し
た
幼
樹
は
，
年
輪
を
計
測
し
た
と
こ
ろ
4
年
以
上
あ
っ
た
の
で
，
天
然
の
幼
樹
の
方
が
成
長
が
悪
い
と
推
察
で
き
る
。
し
か
し
，
被
圧
さ
れ
た
状
態
で
何
年
間
も
耐
え
な
が
ら
，
植
栽
木
と
同
様
の
D
－
H
関
係
を
維
持
し
て
い
た
の
で
，
も
し
被
圧
か
ら
解
放
さ
れ
た
ら
，
類
似
し
た
形
状
比
を
示
し
な
が
ら
こ
の
曲
線
に
沿
っ
て
成
長
し
て
い
く
と
推
察
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
，
稚
樹
期
を
乗
り
切
る
こ
と
が
，
そ
の
後
の
ケ
ヤ
キ
の
生
残
に
と
っ
て
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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沮
関
係
、
拡
張
相
対
成
長
式
の
係
数
は
植
栽
木
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
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求
め
た
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．
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．
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図
2
　
植
栽
木
の
拡
張
相
対
成
長
式
か
ら
推
定
し
た
幼
樹
の
樹
高
と
実
測
値
の
関
係
植
栽
木
の
天
然
更
新
6
9
2
．
稚
樹
の
成
育
環
境
　
稚
樹
の
成
育
環
境
を
表
2
に
示
す
。
相
対
照
度
の
平
均
値
は
，
最
も
低
い
P
L
O
T
　
6
で
約
1
2
％
，
最
も
高
い
P
L
O
T
　
5
で
約
3
4
％
で
あ
っ
た
。
ケ
ヤ
キ
の
当
年
生
苗
木
を
使
っ
た
過
去
の
研
究
で
は
，
相
対
照
度
5
％
区
で
も
枯
死
率
は
1
3
％
と
低
く
，
ケ
ヤ
キ
稚
苗
の
耐
陰
性
は
か
な
り
強
い
と
し
て
い
る
（
片
倉
，
1
9
9
3
；
橋
詰
，
1
9
9
4
）
。
し
た
が
っ
て
，
本
調
査
地
で
は
，
相
対
照
度
の
平
均
値
か
ら
み
る
限
り
，
稚
樹
の
成
育
に
対
し
て
大
き
な
制
限
要
因
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
，
含
水
率
は
，
P
L
O
T
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
稚
樹
密
度
は
P
L
O
T
　
5
で
極
め
て
高
い
値
を
示
し
た
が
，
他
の
P
L
O
T
で
は
総
じ
て
低
く
，
と
く
に
相
対
照
度
の
低
い
P
L
O
T
　
6
と
7
で
低
い
値
を
示
し
た
。
表
2
　
稚
樹
の
成
育
環
境
　
　
相
対
照
度
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C
お
よ
び
N
の
量
は
，
森
林
土
壌
の
値
（
河
田
，
1
9
8
9
）
と
比
較
す
る
と
低
い
値
を
示
し
た
。
ま
た
，
N
の
量
を
，
日
本
造
園
学
会
の
示
す
植
栽
地
に
お
け
る
土
壌
評
価
因
子
の
分
級
（
松
井
・
岡
崎
，
1
9
9
3
）
で
評
価
す
る
と
，
P
L
O
T
　
5
以
外
は
良
以
上
と
い
う
評
価
に
な
っ
た
。
し
か
し
，
　
P
L
O
T
　
5
の
よ
う
に
C
お
よ
び
N
の
含
量
が
異
常
に
少
な
い
場
合
以
外
は
，
C
と
N
の
含
量
の
多
少
は
，
土
壌
の
肥
沃
土
の
指
標
に
は
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
（
河
田
，
1
9
8
9
）
。
そ
こ
で
，
土
壌
中
の
N
の
無
機
化
の
強
弱
と
負
の
相
関
性
を
示
す
C
／
N
比
（
河
原
，
1
9
7
0
；
J
o
n
e
s
　
a
n
d
　
P
a
r
s
o
n
，
1
9
7
0
）
を
求
め
た
。
有
機
態
を
無
機
化
す
る
分
解
が
進
む
と
，
最
終
的
に
は
，
菌
体
の
C
／
N
比
に
等
し
い
約
］
0
前
後
の
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
（
河
田
，
1
9
8
9
）
か
ら
，
本
調
査
地
は
こ
の
段
階
に
近
い
状
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
，
本
調
査
地
の
土
壌
は
，
C
／
N
比
の
値
と
し
て
は
良
好
で
あ
る
が
，
　
C
お
よ
び
N
の
含
量
が
少
な
く
，
ま
た
，
ケ
ヤ
キ
の
成
育
適
地
は
，
砂
礫
質
の
崩
積
土
で
，
土
壌
層
が
深
い
肥
沃
な
谷
間
で
あ
る
こ
と
（
山
路
，
1
9
8
5
；
橋
詰
，
1
9
8
7
）
か
ら
も
，
今
後
自
然
状
態
に
近
い
土
壌
の
発
達
を
促
す
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
3
．
稚
樹
の
生
残
率
　
P
L
O
T
ご
と
の
生
残
率
を
図
3
に
示
す
。
発
芽
の
遅
れ
に
よ
る
稚
樹
数
の
増
加
が
な
く
な
っ
た
時
点
（
7
月
g
日
）
で
の
生
存
数
を
1
0
0
と
し
て
生
残
率
を
表
し
た
。
ケ
ヤ
キ
の
種
子
発
芽
は
，
条
件
の
良
い
所
で
は
3
月
下
旬
ご
ろ
に
一
斉
に
発
芽
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（
山
路
，
1
9
8
5
）
が
，
本
調
査
地
で
は
，
7
月
上
旬
ま
で
発
芽
が
遅
れ
る
個
体
も
観
察
さ
れ
た
。
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3
　
プ
ロ
ッ
ト
ご
と
の
稚
樹
の
消
長
．
　
　
相
対
値
で
表
し
た
生
残
率
は
，
個
体
数
の
増
加
が
止
ま
っ
た
7
月
9
日
を
1
0
0
と
し
た
　
種
子
発
芽
か
ら
実
生
定
着
ま
で
の
段
階
は
，
死
亡
率
が
最
も
高
い
不
安
定
な
段
階
で
あ
り
，
こ
の
不
安
定
な
段
階
に
お
け
る
実
生
の
危
険
回
避
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
，
発
芽
時
期
に
集
中
や
分
散
が
み
ら
れ
，
樹
種
に
よ
っ
て
実
生
の
発
生
パ
タ
ー
ン
が
異
な
る
。
例
え
ば
，
林
内
な
ど
の
比
較
的
環
境
が
安
定
し
て
い
る
立
地
で
成
育
す
る
ト
ド
マ
ッ
や
ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
な
ど
の
種
子
発
芽
は
，
あ
る
時
期
に
一
斉
に
起
こ
る
。
一
方
，
環
境
変
動
が
大
き
い
ギ
ャ
ッ
プ
に
成
育
す
る
カ
ン
パ
類
な
ど
の
樹
種
の
種
子
の
発
芽
は
，
春
か
ら
晩
秋
ま
で
の
長
期
間
を
通
し
て
起
こ
る
（
小
山
・
林
田
，
1
9
9
0
）
。
あ
る
樹
種
に
つ
い
て
発
芽
時
期
が
長
期
に
及
ぶ
こ
と
は
，
種
子
の
休
眠
打
破
に
要
す
る
期
間
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
木
佐
貫
ら
，
1
9
9
5
）
。
し
た
が
っ
て
，
本
調
査
地
で
ケ
ヤ
キ
稚
樹
の
発
芽
時
期
が
長
期
に
及
ん
だ
理
由
は
，
ケ
ヤ
キ
稚
樹
に
と
っ
て
，
本
調
査
地
の
環
境
が
不
均
質
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
　
稚
樹
の
枯
死
に
関
与
す
る
要
因
と
し
て
，
陽
光
不
足
，
乾
燥
害
や
菌
害
が
考
え
ら
れ
る
。
ケ
ヤ
キ
の
菌
害
に
は
，
ニ
レ
立
枯
病
が
あ
る
。
ニ
レ
立
枯
病
は
，
水
分
の
上
昇
ま
た
は
吸
収
が
妨
げ
ら
れ
，
植
物
の
1
部
ま
た
は
全
体
が
萎
れ
る
現
象
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
，
ケ
ヤ
キ
の
褐
斑
病
菌
の
菌
は
，
罹
病
葉
上
で
越
冬
し
て
，
翌
春
そ
の
上
に
分
生
胞
子
を
作
り
，
そ
れ
が
伝
播
，
感
染
の
役
目
を
は
た
す
（
赤
井
，
1
9
7
0
）
。
本
調
査
地
に
お
い
て
相
対
照
度
の
平
均
値
が
2
0
％
以
上
の
P
L
O
T
　
1
～
5
で
は
，
乾
燥
害
・
菌
害
の
発
生
し
や
す
い
7
，
8
月
で
も
，
生
残
率
の
低
下
は
ほ
と
ん
ど
な
く
，
調
査
終
了
日
ま
で
8
0
％
以
上
の
生
残
率
を
示
し
た
。
一
方
，
相
対
照
度
が
2
0
％
以
下
の
P
L
O
T
　
6
と
7
で
は
，
8
月
下
旬
ま
で
生
残
率
は
低
下
し
続
け
，
5
0
％
近
く
ま
で
低
下
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
，
光
条
件
が
稚
樹
の
減
少
に
関
与
し
て
い
る
（
橋
詰
・
勝
又
，
1
9
8
5
）
と
考
え
ら
れ
る
。
本
調
査
地
で
は
，
相
対
照
度
の
平
均
値
は
比
較
的
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
平
均
相
対
照
度
の
低
い
P
L
O
T
で
の
生
残
率
は
低
い
値
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
は
，
P
L
O
T
内
で
の
照
度
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
，
照
度
の
低
い
部
分
に
成
育
し
て
い
た
個
体
が
枯
死
し
た
こ
と
，
お
よ
び
照
度
以
外
に
も
稚
樹
の
減
少
に
影
響
を
与
え
る
乾
燥
な
ど
の
要
因
に
よ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ど
の
P
L
O
T
で
も
9
月
以
降
の
生
残
率
の
低
下
は
ほ
と
ん
ど
な
く
安
定
し
て
い
た
。
一
般
に
落
葉
性
広
葉
樹
の
生
存
と
成
長
に
必
要
な
光
強
度
は
，
稚
樹
の
場
合
に
は
約
9
0
0
1
u
x
（
相
対
照
度
8
％
）
，
個
体
が
大
き
く
蒙
植
栽
木
の
天
然
更
新
7
］
な
る
ど
約
ユ
5
0
0
1
u
x
（
相
対
照
度
1
5
％
）
が
一
つ
の
基
準
に
な
る
こ
と
（
小
池
，
ユ
9
8
8
）
か
ら
，
本
調
査
地
の
光
強
度
は
基
準
以
上
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
，
本
調
査
地
と
同
じ
環
境
下
で
の
P
L
O
T
外
の
稚
樹
は
，
刈
り
取
り
や
踏
圧
な
ど
の
人
為
的
影
響
を
強
く
う
け
て
，
調
査
終
了
時
に
は
ほ
と
ん
ど
生
残
し
て
い
な
か
っ
た
。
な
お
，
構
内
で
成
育
し
て
い
る
幼
樹
の
ほ
と
ん
ど
が
，
人
為
的
影
響
を
受
け
な
い
溝
の
中
や
低
木
の
植
え
込
み
の
下
で
観
察
さ
れ
，
こ
れ
ら
中
に
は
相
対
照
度
が
約
1
％
で
成
育
し
て
い
た
個
体
も
み
ら
れ
た
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
，
鳥
取
大
学
構
内
に
成
育
す
る
ケ
ヤ
キ
稚
樹
は
，
人
為
的
影
響
を
受
け
な
け
れ
ば
，
今
後
照
度
の
比
較
的
低
い
部
分
で
個
体
数
を
減
少
さ
せ
な
が
ら
も
更
新
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
4
．
伸
長
成
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の
P
L
O
T
に
お
け
る
樹
幹
長
の
季
節
変
化
を
表
3
に
示
す
。
ど
の
P
L
O
T
で
も
成
長
速
度
が
徐
々
に
低
下
し
，
9
月
に
入
る
と
ほ
ぼ
伸
長
成
長
に
頭
打
ち
が
み
ら
れ
，
1
0
月
の
時
点
で
伸
長
成
長
は
停
止
段
階
に
入
っ
て
い
た
。
表
3
　
稚
樹
の
樹
幹
長
の
変
化
（
c
m
）
7
月
2
5
日
8
月
9
日
8
月
2
3
顕
9
月
8
日
9
月
2
2
日
1
0
月
9
日
P
L
O
T平均
S
D
　
n
平
均
S
D
　
n
平
均
S
D
　
n
平
均
S
D
　
n
平
均
S
D
　
n
平
均
　
S
D
　
n
］234567
1
．
2
1
　
1
．
0
0
　
2
5
　
1
．
5
0
0
．
9
9
　
2
5
　
1
．
6
8
　
1
．
0
3
　
2
5
　
麦
．
7
5
　
1
．
0
］
　
2
4
　
1
．
7
5
　
1
．
O
I
　
2
4
　
1
．
7
ユ
　
1
、
0
ユ
　
2
3
1
．
5
8
　
1
、
6
8
　
2
5
　
1
．
9
3
　
1
．
6
7
　
2
5
　
2
．
1
7
　
1
．
7
0
　
2
3
　
2
．
1
7
　
1
．
7
］
　
2
3
　
2
．
1
7
　
］
．
7
］
　
2
3
　
2
．
1
7
　
1
．
7
ユ
　
2
3
2
．
6
1
1
．
4
5
　
2
5
　
3
．
2
4
1
．
6
0
　
2
5
　
3
．
3
4
1
．
7
0
　
2
4
　
3
．
5
7
1
．
7
3
　
2
4
　
3
．
6
2
1
．
8
0
　
2
3
　
3
．
6
2
1
．
8
0
　
2
3
2
．
2
2
　
1
．
3
4
　
2
5
　
2
、
5
9
　
1
．
3
2
　
2
5
　
2
．
7
1
　
1
．
3
0
　
2
5
　
2
．
7
6
　
1
．
2
9
　
2
5
　
2
、
8
1
　
1
．
3
1
　
2
3
　
2
．
8
1
　
1
．
3
麦
　
2
3
1
．
4
7
1
．
2
6
　
2
5
　
2
、
1
1
　
1
．
3
3
　
2
4
　
2
．
5
5
1
．
4
3
　
2
4
　
2
．
6
8
1
．
5
2
　
2
4
　
2
．
6
9
1
．
5
2
　
2
4
　
2
、
6
9
1
．
5
2
　
2
4
2
．
7
3
1
．
3
3
　
2
5
　
3
．
2
9
1
．
4
2
　
2
1
　
3
．
7
9
1
．
4
5
　
1
6
　
3
、
9
9
1
．
4
2
　
1
5
　
4
．
0
］
1
．
4
3
　
1
5
　
4
、
0
2
1
．
4
0
　
1
3
4
．
5
6
2
．
5
7
　
1
5
　
5
．
4
3
2
．
4
9
　
1
3
　
6
．
0
6
2
．
7
2
　
1
0
　
6
、
5
4
2
．
5
5
　
1
0
　
6
．
7
2
2
．
7
2
　
1
0
　
6
．
7
4
2
．
7
3
　
1
0
　
ケ
ヤ
キ
の
苗
木
の
成
長
と
陽
光
量
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
，
樹
高
成
長
は
全
陽
光
下
で
最
も
良
く
，
相
対
照
度
の
低
下
に
伴
っ
て
減
少
す
る
と
い
う
研
究
（
落
合
，
1
9
8
5
）
と
，
全
陽
光
下
よ
り
弱
度
の
庇
陰
下
で
成
長
が
良
い
と
い
う
研
究
（
片
倉
，
1
9
9
3
）
が
あ
る
。
ま
た
，
ケ
ヤ
キ
当
年
生
苗
木
の
伸
長
成
長
は
，
5
月
下
旬
～
6
月
上
旬
，
7
月
お
よ
び
9
月
上
旬
が
旺
盛
で
あ
る
と
い
う
研
究
（
橋
詰
，
1
9
9
4
）
も
あ
る
。
本
調
査
地
で
は
，
P
L
O
T
の
相
対
照
度
に
か
か
わ
ら
ず
同
じ
よ
う
な
傾
向
で
伸
長
成
長
量
が
低
下
す
る
季
節
変
化
を
示
し
た
。
ま
た
，
相
対
照
度
の
平
均
値
が
低
か
っ
た
P
L
O
T
　
7
で
最
も
樹
幹
長
が
長
く
，
相
対
照
度
と
樹
幹
長
に
明
確
な
関
係
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
5
．
形
質
　
P
L
O
T
ご
と
の
稚
樹
の
形
質
を
表
4
に
，
乾
重
お
よ
び
T
／
R
率
を
表
5
に
示
す
。
相
対
照
度
が
も
っ
と
も
高
く
C
と
N
が
低
か
っ
た
P
L
O
T
　
5
で
の
下
胚
軸
長
と
根
長
は
大
き
な
値
を
示
し
た
が
，
相
対
照
度
が
低
く
C
と
N
が
大
き
か
っ
た
P
L
O
T
　
6
と
7
お
よ
び
P
L
O
T
　
3
で
苗
高
，
　
D
o
，
冬
芽
数
お
よ
び
乾
燥
重
量
が
比
較
的
大
き
な
値
を
示
し
た
。
P
L
O
T
　
6
と
7
の
生
残
率
は
他
と
比
較
し
て
低
か
っ
た
（
図
3
）
の
で
，
成
長
の
悪
い
個
体
の
枯
死
に
よ
り
，
結
果
と
し
て
平
均
値
が
増
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
，
照
度
が
増
加
す
る
に
し
た
が
っ
て
葉
の
形
態
が
変
化
す
る
傾
向
（
橋
詰
，
1
9
9
4
；
O
r
w
i
g
＆
A
b
r
a
m
s
，
1
9
9
5
）
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
，
光
環
境
は
稚
樹
の
密
度
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
が
，
形
質
や
成
長
に
つ
い
て
こ
，
7
2
佐
野
淳
之
・
菊
池
謙
作
表
4
　
稚
樹
の
形
質
　
　
苗
高
（
c
m
）
　
　
　
1
）
0
（
㎜
〉
　
下
胚
軸
長
（
c
m
）
　
根
長
（
c
m
）
　
　
　
葉
数
　
　
　
　
　
冬
芽
数
　
　
　
葉
面
積
（
C
㎡
）
　
二
次
伸
長
P
L
O
T
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
体
の
割
合
　
　
平
均
　
　
S
D
　
　
平
均
　
　
S
D
　
　
平
均
　
　
S
D
　
　
平
均
　
　
S
D
　
　
平
均
　
　
S
D
　
　
平
均
　
　
S
D
　
　
平
均
　
　
S
D
　
　
　
（
幻
1
　
　
　
4
．
G
6
　
　
　
1
、
］
4
　
　
　
1
、
1
8
2
　
　
　
　
4
．
8
3
　
　
　
1
．
6
3
　
　
　
1
．
3
8
3
　
　
　
　
7
．
3
8
　
　
　
1
．
9
3
　
　
　
1
．
4
0
き
　
　
　
　
6
．
5
4
　
　
　
1
．
6
0
　
　
　
1
．
4
6
；
　
§
：
；
！
；
：
｛
；
｝
：
6
7
　
　
　
　
］
0
．
6
0
　
　
3
．
2
9
　
　
　
1
．
8
0
0
．
1
6
0
．
1
9
G
．
2
5
G
．
2
6
G
．
2
］
0
，
3
9
0
．
5
6
2
，
4
2
　
　0
．
5
6
　
　5
，
4
1
2
．
5
8
　
　
　
0
．
4
8
　
　
　
6
．
1
6
3
、
9
2
　
　
　
1
．
⑪
2
　
　
6
，
4
0
3
．
8
3
　
　
　
G
．
7
8
　
　
　
6
．
2
3
5
，
5
5
　
　
　
1
，
2
8
　
　
　
6
．
6
9
4
．
0
7
　
　
　
0
．
8
4
　
　
　
5
，
9
2
3
．
8
4
　
　
　
0
、
9
1
　
　
　
5
．
8
2 1．
3
8
　
　
　
3
．
8
8
　
　
　
1
、
2
7
　
　
　
3
，
4
4
1
．
7
1
　
　
3
．
8
4
　
　
　
1
．
7
4
　
　
4
．
7
6
1
．
3
0
　
　
　
6
．
0
8
　
　
　
2
．
5
1
　
　
　
6
．
6
8
1
．
3
5
　
　
　
5
。
2
8
　
　
　
2
．
2
2
　
　
　
4
，
9
6
1
．
0
5
　
　
　
4
．
2
4
　
　
　
1
．
3
6
　
　
　
4
．
9
2
2
．
0
9
　
　
　
4
．
0
7
　
　
　
2
．
9
1
　
　
　
7
，
4
3
］
、
3
6
　
　
　
5
．
7
G
　
　
　
1
．
7
9
　
　
1
0
．
5
0
］
．
1
7
　
　
　
2
．
6
1
　
　
　
1
．
3
7
　
　
　
　
　
6
0
2
，
2
］
　
　
3
．
3
9
　
　
2
．
］
2
　
　
　
　
　
4
0
2
．
0
5
　
　
　
8
．
8
7
　
　
　
5
、
4
4
　
　
　
　
　
8
0
］
．
6
6
　
　5
．
1
7
　
　
　
2
．
9
6
　
　
　
　
　
5
6
1
．
5
7
　
　
　
6
．
1
9
　
　
　
2
，
5
3
　
　
　
　
　
3
2
2
．
7
2
　
　
4
．
3
6
　
　
3
．
8
0
　
　
　
　
1
0
G
4
．
8
8
　
　
　
7
．
6
8
　
　
　
4
，
9
8
　
　
　
　
1
0
0
表
5
　
稚
樹
ユ
本
当
た
り
の
乾
燥
重
量
且
O
T
根
　
幹
枝
　
　
　
（
9
）
　
　
（
9
）
葉
丁
／
R
率
葉
面
積
比
（
9
）
　
　
（
C
皿
2
／
9
）
1234567
0
、
0
2
3
　
　
　
0
．
0
1
2
0
．
0
2
9
　
　
　
0
．
O
l
9
0
。
0
3
9
　
　
　
0
．
0
3
8
0
．
0
3
3
　
　
　
0
．
0
2
8
0
．
0
3
8
　
　
　
0
．
0
3
7
0
．
0
3
5
　
　
　
0
．
0
4
0
0
、
0
6
1
　
　
　
0
．
0
6
8 0．
0
0
8
　
　
0
．
8
7
7
　
　
3
1
1
．
0
0
．
0
1
2
　
　
1
．
0
8
3
　
　
2
7
3
．
7
0
。
0
2
7
　
　
1
．
6
6
0
　
　
3
3
1
．
1
0
．
0
2
8
　
　
1
．
7
0
7
　
　
1
8
1
．
9
0
．
0
2
2
　
　
1
．
5
8
5
　
　
2
7
6
．
5
0
．
0
1
4
　
　
1
．
5
5
1
　
　
3
0
5
．
3
0
．
0
2
9
　
　
1
、
5
9
7
　
　
2
6
4
．
1
は
土
壌
条
件
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
稚
樹
の
形
質
お
よ
び
成
育
環
境
に
関
す
る
変
数
相
互
の
相
関
行
列
を
求
め
，
9
5
％
以
上
の
有
意
水
準
で
他
の
変
数
と
相
関
関
係
の
み
ら
れ
た
変
数
に
つ
い
て
表
6
に
示
す
。
こ
れ
ら
の
関
係
の
中
で
，
相
対
成
長
関
係
を
示
し
て
い
た
の
は
，
D
⑪
と
苗
高
の
関
係
で
，
葉
数
と
葉
面
積
も
同
様
で
あ
っ
た
。
一
方
，
成
育
環
境
と
の
関
係
で
は
，
密
度
と
下
胚
軸
長
お
よ
び
根
長
が
正
の
相
関
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
は
，
環
境
条
件
が
良
い
と
個
体
の
成
長
お
よ
び
密
度
が
増
加
し
て
い
く
が
，
ま
だ
競
争
密
度
効
果
（
依
田
，
1
9
7
1
）
が
生
じ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
，
相
対
照
度
と
二
次
伸
長
率
が
負
の
相
関
を
示
し
，
冬
芽
数
と
苗
高
，
D
o
，
二
次
伸
長
率
が
正
の
相
関
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
，
光
条
件
が
悪
い
と
伸
長
成
長
を
い
っ
た
ん
止
め
て
冬
芽
を
形
成
し
，
条
件
に
応
じ
て
伸
長
を
再
開
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
表
6
　
稚
樹
の
形
質
と
成
育
環
境
に
関
す
る
相
関
行
列
苗
高
D
o
　
下
胚
軸
長
　
　
　
根
長
　
　
　
葉
数
　
　
冬
芽
数
　
　
葉
面
積
　
二
次
伸
長
率
　
相
対
照
度
密
度
　
　
T
／
R
率
0
．
7
6
0
＊
　
0
．
6
］
2
N
S
　
　
苗
高
　
　
　
　
　
　
　
　
0
．
8
8
2
＊
＊
　
　
　
D
o
下
胚
報
長
　
　
根
長
　
　
葉
数
　
冬
芽
数
　
葉
面
積
二
次
伸
・
長
率
相
対
照
度
0
．
7
6
3
＊
　
　
0
、
6
1
0
N
S
　
O
．
6
9
0
　
N
S
　
　
O
．
5
4
4
　
N
S
　
O
．
？
6
5
＊
0
．
6
7
3
N
S
　
O
．
2
4
6
　
N
S
　
O
、
5
1
6
　
N
S
　
　
O
．
8
8
4
＊
＊
　
0
．
6
9
7
　
N
S
O
．
3
3
］
N
S
　
O
．
O
l
l
　
N
S
　
O
，
4
3
］
N
S
　
　
O
．
9
3
4
　
＊
＊
　
0
，
4
6
9
　
N
S
　
　
　
O
．
？
2
4
N
S
　
O
，
2
4
5
　
N
S
　
　
O
。
2
6
1
　
N
S
　
O
．
5
5
9
　
N
S
　
　
　
　
　
　
　
O
，
2
4
6
N
S
　
－
0
．
0
6
3
　
N
S
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を
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れ
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